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【新型コロナウイルス感染症関連情報を市ホームページで随時更新中】
新型コロナウイルス感染症に係る市の対応、公共施設の臨時休館、中止・延期イベント一覧などの情報を掲載しています。
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　新型コロナウイルス感染症に関連した相談が、全国の
消費生活センターなどに寄せられています。
　「マスクを無料送付するというメッセージが届いた」

「新型コロナウイルスの流行拡大の影響で金の相場が上
がるとして、金を買う権利を申し込むように言われた」

「コロナウイルスに効くと言われ、浄水器の購入を勧め
られた」「行政機関を装って個人情報を聞き出そうとさ
れた」
　心当たりのない送信元から怪しいメールが届いても、
反応しないようにしましょう。URLなどをクリックす
ると、偽サイトに誘導され、不正なアプリがインストー
ルされたり、個人情報を抜き取られたりする可能性があ
ります。新型コロナウイルスに便乗した悪質な勧誘を
行う業者には耳を貸さないようにしましょう。

　「小説の神様」と
呼ばれる志賀直哉
は大正4（1915）年
から大正12（1923）
年まで我孫子に住
みました。在住時に
は『和解』『城の崎にて』などを執筆しています。
　現在、志賀直哉邸跡（緑雁明緑地）に残る書斎
は、大正10（1921）年に志賀が設計し建てたも
ので、名作『暗夜行路』前篇はここで書かれま
した。この書斎は志賀が我孫子から去った後に
近隣の家に移築されましたが、市民から保存要
望を受けて、昭和63（1988）年、この地に再移
築しました。内部は六畳間で、網代を貼った船
底天井、木質を生かした荒々しい仕上げの数寄
屋風で、志賀の好みを良く表すものとして市指
定文化財となっています。

　幕末から明治維新への出来事は、150年前の
日本で起こった史実である。著者が描く歳三は、
物事への対処や統制の仕方などさまざまな場面
で人間性が伝わり、読者を魅了する。敗者である
新選組が今なお人気が高いのも納得できる。

　混
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とした幕末に結成された
新選組、副長土
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の生きざ
まを描く。
　歳三は武州多摩の農民の子と
して生まれたが武士になる決意
を固めていた。喧嘩が強く、戦
略家、規律に厳しいその姿勢が
幕府を守る新選組を形成していく。しかし、時
代は倒幕へと加速し、新選組は解体、局長近藤
勇は処刑される中、歳三は北の大地で再起を図
るのだが…。
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新型コロナウイルスに
便乗した悪質商法に注意！

　志賀直哉は2021年、没後50年を迎えます。寄贈者の山田裕
さんは志賀直哉の孫にあたる方で、志賀直哉について積極的に
発信している白樺文学館の活動に共感し、山田家資料を活用し
て、より多くの方に志賀直哉の魅力を知ってもらいたいという
思いから今回寄贈されました。寄贈品には志賀直哉が描いた油
彩画や書などがあります。また、山田家の資料からは、鉱山学
者であり、実業家でもあった山田家の政財界の人々との深いつ
ながりや日本の歴史を垣間見ることができます。
　現在、白樺文学館では、山田家コレクションの寄贈を受けて、
志賀直哉に関わる資料の展示を企画しています。初公開資料も
多数ありますので、ご期待ください。

【ツイッターはじめました！】　
　4月1日から白樺文学館、杉村楚人冠記念館でツイッターを始めました！
休館中も今後の展示やイベントなどを発信しますのでフォローお願いします♪
◎白樺文学館アカウント　＠abikoshirakaba
◎杉村楚人冠記念館アカウント　＠sojinkan1872

　教育委員会文化・スポーツ課☎7185－1583

【千葉テレビ放送「シャキット！あびこナビ」】
　毎月1回市の魅力を発信しています。今月は、市に寄贈さ
れた志賀直哉ゆかりの資料「山田家コレクション」を紹介しま
す。ぜひご覧ください！　
放送日時　4月24日㈮午前6時55分ごろ～　

　あびこの魅力発信室・内線235

▲志賀直哉油彩画（1945年）

▲志賀直哉書 ▲志賀直哉と山田裕（資料寄贈者）▲バーナード・リーチ「緑釉土瓶」

志賀直哉ゆかりの資料をはじめとする
　山田家コレクション約 200 点が市に寄贈



 この広報紙は再生紙と植物油インキを使用しています。
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市からのお知らせをメールで配信しています。右記 QR コードを読み込
むか、我孫子市携帯サイト(http://www.city.abiko.chiba.jp/mob/)
へアクセスしてください。パソコンからは、市ホームページ内「メール配
信サービス」をご覧ください。

アプリ「マチイロ」で広報
あびこが閲覧できます。
アプリは左記 QR コードか
らダウンロードできます。

青木功さん・上橋菜穂子さんを
名誉市民に決定

名誉市民…広く社会文化の発展に功績があった市ゆかりの方に、その功績を称え、市民の郷土愛を高めるために贈る称号です。

　我孫子市名誉市民の称号を頂き身に余る光栄に思います。我孫
子で生まれ育ち先に逝きました両親もさぞ喜んでいることでしょ
う。我孫子市民として恥じない人生をこれからも生きて行きたい
と思います。この度は誠にありがとうござ
います。

　大好きな我孫子市
の名誉市民に選んでい
ただき、本当に光栄で
ございます。どうもあ
りがとうございます。
川村学園女子大学で
教職に就き、我孫子
に移り住んだとき、こ

こはなんと明るい土地なのだろう、と驚きました。様々な鳥が歌
い、蛙の大合唱が聞こえる明るい我孫子で、私は、大学で教えな
がら、いくつもの物語を書くことができました。
　『獣の奏者』や『鹿の王』を書いていた頃、物語が滞ると、手賀
沼の遊歩道を歩いて、水辺の静かな明るさに力をもらっていたもの
です。
　我孫子には、物語を育む力
があるような気がします。こ
れからも、この地から多くの
物語が生まれでることを願っ
ております。
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プロをはじめ、多くのプロを輩出
した県内最古のゴルフ倶楽部。今年1月、
同倶楽部に所属している海
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プロが
我孫子市出身プロとして林プロ、青木プロ
に次いで、3人目の日本ゴルフ殿堂入りを
果たした。
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（プロゴルファー）

我孫子市市制施行50周年記念

　1942年8月31日我孫子町生まれ。我孫子第
二小学校、我孫子中学校卒業。1964年プロテ
スト合格。2004年世界ゴルフ殿堂入り。2008
年紫綬褒章受章。2013年日本プロゴルフ殿堂
入り。2015年旭日小綬章受章。2016年（一社）日
本ゴルフツアー機構会長就任。
　社会貢献活動としてチャリティーゴルフ大会を開催し、がん・白血病
の子どもたちや東日本大震災で被災した子どもたちなどへ寄付している。
熊本地震や九州北部豪雨の被災地への復興支援などにも積極的に取り組
んでいる。

プロフィール

　1962年7月15日東京都生まれ。立教大学文学部史学科卒業後、1993
年同大学院博士課程単位取得(文学博士)。専門は文化人類学。現在は川
村学園女子大学特任教授。1989年『精霊の木』で作家デビュー。主な
著書に『精霊の守り人』をはじめとする「守り人」シリーズ、『狐笛のかな
た』『獣の奏者』『鹿の王』などがある。「守り人」シリーズでは路傍の石文
学賞、巌谷小波文芸賞、野間児童文芸賞など多数受賞。英語版ではアメ
リカ図書館協会バチェルダー賞も受賞している。『狐笛のかなた』では野
間児童文芸賞受賞。『鹿の王』では本屋大賞、日本医療小説大賞を受賞。
2014年には国際アンデルセン賞作家賞を受賞し、2020年『獣の奏者』
の英語版で、プリンツ賞オナーとバチェルダー賞オナーをＷ受賞。プリ
ンツ賞オナーの受賞は日本人作家としては初となる。

プロフィール

　1983年に市民文化スポーツ栄誉章を受章。2017年には市ふるさと大
使に就任。母校の我孫子第二小学校への寄付や我孫子中学校で講演など
を行う。ふるさと大使就任時には、我孫子ゴルフ倶楽部で開催された「日
本女子オープンゴルフ選手権」を記念し、市民プラザでトークショーを
開催。パターの打ち方などを来場者と一緒にプレーし、会場を大きく沸
かせた。

市とのかかわり

　2014年に市民文化スポーツ栄誉章を受章。本市在住時には、さまざ
まな作品が生まれ、その巻末には「我孫子にて」と結ばれている。我孫
子第一小学校では、子どもたちが上橋菜穂子さんを通して、文学や郷土
を学ぶ授業が行われている。

市とのかかわり

今年で90周年 我孫子ゴルフ倶楽部
～青木功さんがプロ入り前に腕を磨いたゴルフ人生の出発地～

photograph by Taku Miyamoto

写真：小池 博

名誉市民の決定を受けて

名誉市民の
　　決定を受けて

広報あびこリニューアル 新しい題字に込めた思い　あびこの魅力を表すキーワードのひとつ「豊かな自然」。その魅力を象徴する大地のブラウン、
水のブルー、太陽のオレンジ、緑のグリーンをタイトルの色に使用。形は、歴史や人生を我孫子で折り重ねるという折り紙のイメージで「あびこ」
を表現しています。
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